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＊事務局通信＊ お見舞い　平成28年熊本地震について

熊本県熊本地方を中心とする地震では、４月14日以降、余震等も含め、多くの被害がありました。被災
された方々には、その後も、ご不安、ご不自由な生活を送られていることと存じます。心よりお見舞い申
し上げます。
　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　＊
　本会にも、全国各地より、現地の状況に関して、また「自分たちに行える支援は」といった問い合わせ
が相次いで寄せられました。より早く、正確な状況把握が必要なことから、初動対応には、岩元理事長（株
式会社カクイックスウィング：鹿児島県）と海田監事（有限会社アイフルケア：長崎県）が中心となっ
てあたりました。
　情報収集を進めるとともに、熊本県福祉介護用品協会様に受け入れ窓口をお願いし、海田監事は4月
16日に、岩元理事長は４月19日に、初動対応で飲料水を含めた支援物資をお届けしました。その後は、
現地のニーズをお聞きしながら、「必要なものをお届けする」活動を続けております。（→P4）

Ⅰ 2016.4.21・22・23 in 大阪
バリアフリー 2016　

Ⅱ 2016.4.21 in 大阪
平成 28 年度全国ブロック長会議開催

①パネルディスカッション
「より専門的な知識、経験を有する
福祉用具専門相談員の配置に関して」

②ワークショップ
「介護保険制度改正に伴う
福祉用具の今後と可能性」



2賛助会員各位　いつもご協力ありがとうございます
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０
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／
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in
大
阪
）

①
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
よ
り
専
門
的
な
知
識
、
経
験
を
有

す
る
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
配
置
に
関
し
て
」

②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
う
福
祉
用
具
の

今
後
と
可
能
性
」

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
冒
頭
の
挨
拶
で
、

本
会
の
岩
元
理
事
長
は
、「
平
成
12
年
の
介
護
保

険
制
度
開
始
以
来
、
６
年
ご
と
に
大
き
な
変
化
が

あ
っ
た
。
平
成
18
年
に
は
利
用
抑
制
、
平
成
24
年

に
は
福
祉
用

具
サ
ー
ビ
ス

利
用
計
画
の

作
成
の
義
務

化
。
そ
し
て

現
在
、
指
定

基
準
に
お
け

Ⅰ

る
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
配
置
内
容
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。
今
日
は
本
会
の
取
り
組
み
や
現
状
、

今
後
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
か
ら

忌
憚
の
な
い
意
見
を
聞
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
に
配
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
常
勤
で
２
名
以
上
の
福
祉
用
具
専
門
相

談
員
。
検
討
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
う
ち
の
１

名
を
、「
よ
り
専
門
的
な
知
識
と
経
験
を
有
す
る
者

と
す
る
」と
い
う
も
の
。
こ
の
案
が
決
定
と
な
れ
ば
、

７
０
０
０
以
上
の
事
業
所
に
対
し
、
少
な
く
と
も

７
０
０
０
人
の
「
よ
り
専
門
的
な
知
識
と
経
験
を

有
す
る
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」
が
必
要
と
な
る
。

去
る
４
月
21
日
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
２
０
１
６
が
開
会
、
３
日
間
に
わ
た
っ
て
介
護
・
福
祉
・
医
療
関
連

の
企
業
や
団
体
等
が
一
堂
に
会
し
、
最
新
情
報
の
提
供
や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
繰
り
広
げ
た
（
於
：
イ

ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
〔
大
阪
市
住
之
江
区
〕）。
初
日
の
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
延
べ
９
万
５
千
人
近

く
が
来
場
。
本
会
は
ブ
ー
ス
出
展
し
て
最
新
情
報
の
提
供
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
ほ
か
、
21
日
に
は
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
23
日
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

　

で
は
、
具
体

的
に
は
何
を
す

べ
き
な
の
か
。

現
在
検
討
さ
れ

て
い
る
も
う
一

つ
の
重
要
事
で

あ
る
、
軽
度
者

の
扱
い
に
も
関
連
し
て
く
る
と
話
す
の
は
白
澤
氏

だ
。
制
度
改
正
は
国
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
む
た
め

に
も
専
門
職
と
し
て
の
質
の
向
上
は
不
可
欠
だ
と
い

う
の
で
あ
る
。「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
で
あ
れ
ば
、

質
の
向
上
に
必
要
な
事
と
は
、
①
福
祉
用
具
サ
ー

ビ
ス
計
画
を
き
ち
ん
と
た
て
る
こ
と
、
②
医
療
知
識

を
深
め
る
こ
と
、
③
自
己
研
鑽
の
努
力
義
務
を
は

た
す
こ
と
。
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
に
も
、

期
待
さ
れ
る
人
材
に
な
っ
て
ほ
し
い
」（
白
澤
氏
）。

岩元 文雄（いわもと ふみお）氏
本会理事長

改
め
て
問
わ
れ
る
福
祉
用
具
専
門

相
談
員
の
“
質
”。
今
我
々
は
何

を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か

“
質
の
向
上
”
に
必
要
な
事
と
は

白澤 政和（しらさわ まさかず）氏
桜美林大学大学院老年学研究科教授

▲本会ブースにも、多くの方が足をはこ
んでくださいました。スタッフも様々
な方とお話させていただき、大変勉強
になりました。ありがとうございます！
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
う
福
祉
用
具
の
今
後
と
可
能
性
」

　

本
会
で
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
も
踏

ま
え
、
必
要

な
研
修
の
位

置
づ
け
、
内

容
、
運
営
方

法
な
ど
の
検
討
を
行
っ
た
。
作
業
部
会
長
を
務
め

た
渡
邉
氏
は
、“
専
門
的
な
”
レ
ベ
ル
に
は
上
限
が

な
い
と
し
「
各
事
業
所
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
考

慮
し
、
あ
ま
り
無
理
の
な
い
レ
ベ
ル
で
す
す
め
て
き

た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
か
な
り
高
い
レ
ベ
ル
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
レ
ベ
ル
や
、

３
年
ご
と
に
研
修
を
受
け
る
と
い
う
更
新
制
導
入

も
合
わ
せ
て
、
よ
り
現
実
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
、

今
後
も
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
本
会
で
は
こ
れ
ま
で
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研

修
と
し
て
、「
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
や
「
Ｓ
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

Ｖ
研
修
」

な
ど
を
行
っ

て
き
た
。
今

回
の
研
修
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム

は
こ
れ
ら
と

は
別
ラ
イ
ン

だ
が
、
神
氏

は
研
修
機
関
の
立
場
か
ら
こ
ん
な
期
待
を
寄
せ
る
。

「
研
修
を
継
続
・
定
着
さ
せ
、
さ
ら
に
専
門
性
を
高

め
て
い
く
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
懸
念
さ
れ
る
の
は

講
師
不
足
。
講
師
要
件
は
ま
だ
未
確
定
だ
が
、
Ｓ

Ｖ
が
そ
の
一
つ
と
な
る
可
能
性
は
高
い
と
考
え
て
い

る
。
Ｓ
Ｖ
の
方
々
の
講
師
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

と
し
て
の
活
躍
に
期
待
は
大
き
い
」（
神
氏
）。

　

研
修
実
施
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
に
モ
デ

ル
研
修
を
行
い
、
よ
り
高
度
な
専
門
性
の
追
求
、

よ
り
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
方
向
性
へ
の
調
整
を
行
い

つ
つ
平
成
30
年
度
か
ら
の
実
施
、
と
い
う
の
が
、

現
時
点
で
の
大
ま
か
な
見
通
し
だ
。

小林 毅（こばやし たけし）氏
厚生労働省老健局高齢者支援課
福祉用具・住宅改修指導官
介護ロボット開発普及推進官

渡邉 愼一（わたなべ しんいち）氏
神奈川県作業療法士会顧問

神 智淳（じん とみあつ）氏
お茶の水ケアサービス学院学院長

平
成
27
年
度
老
健
事
業
で
取
り
組

ん
だ
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す

る
調
査
研
究
事
業

現
場
へ
の
影
響
は
ど
う
で
る
？

今
後
の
見
通
し
は

　

会
場
か
ら
は
、
こ
の
研
修
受
講
等
は
決
定
な
の

か
？
詳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？
と
質
問
の
声
が

あ
が
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
岩
元
理
事
長
は
、「
こ
れ

ら
は
あ
く
ま
で
予
定
で
あ
り
、
決
定
で
は
な
い
。

し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
の
義
務
化
や
指
定

講
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
定
な
ど
、
本
会
で
行
っ

た
老
健
事
業
が
制
度
改
正
に
直
結
し
た
大
き
な
実

績
が
あ
る
。
今
や
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
上
位

資
格
が
必
要
と
い
う
考
え
方
は
“
必
須
”。
し
か

し
、
い
ざ
制
度
改
正
が
決
ま
り
、
全
国
の
事
業
所

か
ら
各
１
名
以
上
が
受
講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
な
っ
た
と
き
、
現
場
は
混
乱
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
研
究
す
る
の
が
我
々

ふ
く
せ
ん
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

23
日
に
は
、
厚
生
労
働
省
よ
り
、
小
林
福
祉

用
具
・
住
宅
改
修
指
導
官
を
講
師
に
招
き
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

　

介
護
保
険
制
度
を
と
り
ま
く
状
況
に
は
、
地

域
格
差
や
財
源
、
人
的
資
源
な
ど
、
検
討
す
べ
き

問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
本
会
が
注

力
し
て
い
る
専
門
性
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
・
利
用
者
か
ら
の
信
頼
に
つ
な

が
る
と
し
、
報
酬
面
な
ど
に
直
接
現
れ
な
い
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
議
論
と
な
っ
て
い
る
軽
度
者
に
つ
い
て

の
問
題
は
、
福
祉
用
具
の
貸
与
に
つ
い
て
、
そ
の

正
当
性
を
ど
う
証
明
す
る
か
が
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
し
た
。
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去
る
４
月
21
日
全
国
35
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
、
新

任
ブ
ロ
ッ
ク
長
や
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
含
む
38
名

が
出
席
し
、
本
年
度
の
全
国
ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議

を
開
催
し
た
。

■ 

新
任
ブ
ロ
ッ
ク
長
紹
介

　

昨
年
末
以
降
新
設
さ
れ
た
３
ブ

ロ
ッ
ク
の
新
任
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
紹

介
し
た
。
現
在
の
ブ
ロ
ッ
ク
設
立

状
況
は
、
１
都
２
府
32
県
。

全国ブロック長会議
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編集協力　株式会社 東京コア
発 行 日　2016 年 6 月 1日
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平
成
28
年
度
全
国
ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議
開
催

■ 

軽
度
者
問
題
＊
地
域
か
ら
の
働
き
か
け

　

昨
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
５
」。
本
会

で
は
、
特
に
軽
度
者
に
対
す
る
福
祉
用
具
サ
ー

ビ
ス
の
制
度
維
持
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い

る
（
ふ
く
せ
ん
レ
ポ
ー
ト
第
13
号
に
関
連
記
事

掲
載
）。

山形県ブロック長
加藤 薫 氏

（かとうかおる）
株式会社蔵王サプライズ

　

本
会
議
で
は
、
三
重
県
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
中
川

氏
よ
り
、
県
議
会
へ
の
請
願
等
を
行
っ
た
件
が

報
告
さ
れ
た
。
三
重
県
で
は
、
県
議
会
で
採
択

さ
れ
、
平
成
28
年
３
月
22
日
付
の
意
見
書
提
出

へ
と
つ
な
が
っ
た
。

　

 

他
県
の
活
動
状
況
（
会
議
当
日
時
点
）

＊
鹿
児
島
県
…
県
議
会
に
提
出
済
み
。
６
月

の
本
会
議
で
採
択
の
見
通
し
。

＊
広
島
県
…
衆
議
院
議
員
に
説
明
、
賛
同
し

て
い
た
だ
き
、
６
月
に
提
出
の
予
定
。

＊
山
形
県
…
鶴
岡
市
議
と
の
意
見
交
換
よ
り

発
展
、
公
明
党
中
央
幹
事
会
で
と
り
あ
げ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
決
定
。

　

出
席
者
か
ら
は
、
具
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に

つ
い
て
の
質
問
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

岩
元
理
事
長
は
、「
各
県
に
よ
っ
て
状
況
は

様
々
だ
と
思
う
。
意
見
書
の
形
は
す
で
に
で
き

て
い
る
の
で
、
県
議
会
に
通
す
の
に
、
も
っ
と

も
可
能
性
の
高
い
方
法
を
探
り
、
早
速
動
い
て

欲
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

＊ 

福
祉
用
具
国
民
会
議
の
動
き

　

岩
手
県
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
福
田
氏
か
ら
は
、
福

祉
用
具
国
民
会
議
で
の
活
動
報
告
が
あ
っ
た
。

４
／
21

Ⅱ

※秋田県ブロック 宮田敏彦氏（株式会社
かんきょう )、鳥取県ブロック 林誠氏
( 株式会社ウィードメディカル ) は、第
13 号でご紹介しています。

■ 

（
P1
→
）
平
成
28
年
熊
本
地
震
被
災
者
支
援
に
つ
い
て

▼
被
災
地
に
は
そ
の
後
、
マ
ス
ク
や
使
い
捨
て
手
袋
、
手
指
消
毒
剤
な
ど
の
衛
生
用
品
、
お
む
つ
や

お
し
り
ふ
き
な
ど
の
排
泄
用
品
を
お
届
け
し
ま
し
た
。
避
難
生
活
が
続
く
に
従
っ
て
、
口
腔
ケ
ア
用

品
、
杖
、
ベ
ッ
ド
な
ど
も
。
▼
「
協
力
の
申
し
出
は
多
く
、
あ
り
が
た
い
が
、
状
況
に
応
じ
て
動
く

必
要
が
あ
る
た
め
、『
○
○
を
送
っ
て
欲
し
い
』
と
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。
現
地
で
の
支
援
活
動
は

引
き
続
き
行
う
の
で
、皆
様
に
は
ぜ
ひ
経
済
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
お
願
い
し
た
い
」（
岩
元
理
事
長
）。

▼
全
国
ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議
お
よ
び
理
事
会
（
５
／
４
開
催
）
で
報
告
す
る
と
と
も
に
今
後
の
支
援
活

動
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
▼
本
会
で
は
、
義
援
金
受
付
の
た
め
の
口
座
を
開
設
し
ま
し
た
。

国
民
会
議
で
は
署
名
運
動
を
展
開
し
て
お
り
、

す
で
に
13
万
人
分
を
超
え
る
署
名
が
集
ま
っ
て

い
る
。
ま
た
、
来
る
６
月
23
日
に
は
各
政
党
か

ら
ゲ
ス
ト
を
招
き
、
公
開
討
論
会
を
開
催
す
る
。

〈
懇
親
会
〉　

会
議
終
了
後
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
長
ほ
か
関
係
者
が
集

い
、
懇
親
会
を
行
っ
た
。

な
か
な
か
時
間
を

と
り
づ
ら
い
者
同

士
、
親
睦
を
深
め
、

盛
会
と
な
っ
た
。

連 絡 先： 福 祉 用 具 国 民 会 議
公開シンポジウム運営委員会
☎ 0 3 - 5 8 8 8 - 5 7 9 1

福
祉
用
具
国
民
会
議
公
開
討
論
会

ど
う
す
る
！
介
護
保
険
制
度
の
大
改
定

日
時
： 

'16
年
６
月
23
日　

13
時
〜
15
時
30
分

於
：
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
（
東
京
都
千
代
田
区
）

賛助会員各位　いつもご協力
ありがとうございます


